
 

 

 

 

 

 

                             

校長  熊 野 リ カ 

短すぎる梅雨、早すぎる夏の到来。６月というのに猛暑日が続き、学校では日 「々熱

中症対策」に追われています。例年であれば、夏日に始まり、真夏日を経ての猛暑日到

来であり、徐々に上昇する気温にへたりながらも体が少しずつ“暑さ”に慣れるという

メカニズムです。ところが、今年は、暑さに不慣れな中で猛暑日が到来し、体調への不

安が例年以上にあります。加えて６月特有の湿気の多さに、より不快指数は上がって

います。学校の活動の中でも、水分補給や多めの休養、可能な限り日陰で過ごす、危険を感じたらすぐにや

める、ということを意識するよう伝えています。登下校時やご家庭内でも、どうぞお気を付けください。 

さて、５月６月と、本校では大きな行事が立て続けに行われました。体育祭については先月号でお知らせ

したとおりです。「天候に恵まれ、恵まれすぎて暑いくらいでしたが…」と当時は感じていましたが、あれ

は涼しかったのかもしれないと錯覚してしまうほどの今の暑さですね。 

１年生は、５月３１日（火）に横須賀方面へ遠足に出かけました。雨が心配されましたが、当日は何とか

晴れ、ソレイユの丘での活動もできました。前日の雨によって濡れた地面だと不都合な

メニューは少し変更し、水族館での時間も十分満喫したようです。遠足を通して、クラ

スの仲が深まった・クラスメイトの良さを発見したという言葉が多く聞かれました。 

２年生は６月１３日（月）～１５日（水）の二泊三日、山梨県への自然教室に行って

きました。雨の中での活動となってしまった部分が多くありましたが、それでも計画し

ていたメニューはほとんど行うことができました。雨の中のハイキング、もやに包まれた三湖台（雲の中に

いる体験）など、まさに“思い通りにならない自然の大きさ”を感じたのではないでしょうか。レクやカレ

ー作りを通して、多くの笑顔がはじける三日間となりました。感染症予防対策により、調理実習の経験がほ

とんどない状況からのカレー作りは、本当にいい経験になったようです。野外炊飯で最も大切かつ大変な“片

づけ”の場面では、冷たい水に四苦八苦しながらも丁寧に洗う姿や元の場所にしっかり片付ける姿、自分の

できることを探して積極的に動く姿など、素敵な姿をたくさん発見したと聞きました。 

３年生は５月２９日（日）～３１日（火）の二泊三日、関西方面への修学旅行に行ってまいりました。黄

学年の生徒たちにとっては中学校生活初めての宿泊行事で、気持ちは楽しく、体は疲れるという状態だった

と思います。加えて、日中の暑さ、それに反比例して下がる夜の気温と、体力を奪う状況も重なりました。

体調が悪くなってしまった人もいましたが、班の仲間やタクシーの運転手さんが気遣ってくれ、適切に休養

することができたおかげで大事に至らず、無事横浜に帰ってくることができたのは何よりでした。ユニバー

サルから能楽体験まで、日本の新旧に触れた３年生。私も三日間、生徒たちの素敵な部分にたくさん触れる

ことができました。 

まだまだ感染対策に対して油断することはできませんが、集団での経験の中から学び合う

ことの大切さを改めて痛感しています。今は感染対策に加えて熱中症対策も講じなければな

りませんが、生徒の健康第一に、有意義な活動を少しずつ取り戻していきたいと考えます。 
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５月 29 日（日）～31 日（火）大阪・京都の修学旅行に行ってきました。新横浜では５分前に

全員集合。みんなの気合いを感じました。１日目は、USJ。世界最先端の科学技術や職人の気概を

感じる突き抜けたクオリティの圧倒的アートを五感で感じました。感動こそ人を動かす。２日目は、

事前に練ったプランで京都をタクシーで贅沢に巡りました。時間いっぱいまで臨機応変に対応して

もらい、超満喫。河村能舞台では 600年続くという芸術の奥深さを迫力の舞で体感しました。 

当時、日本の最先端芸能であった能、そして現代の最先端技術を駆使した USJ。千年単位の振幅 

にも興奮＆感動です。夜は、実行委員企画の学年レクを大広間で楽しみました。３日目はクラス別

にバスで京都の名所を巡りました。あっという間の２泊３日でしたが、ものすごく充実した濃密な

時間でした。２年次から準備してくれた実行委員のみなさんに感謝、ご協力いただいた保護者の 

皆様に感謝です。学校では得られない素敵な経験を成長の糧とし、これからも「幸せの黄色い 

ガクネン」として、ますます温かく、輝きを放っていきますように願っています。 

（３学年主任 市毛 元） 

最初は委員長になるつもりはないまま、実行委員になりました。でも、いざ入ったら委員長を 

やってみようと思い、挑戦することにしました。なった直後はなかなかうまくいかず、マイナスの

ことばかり考えたり、聞いたりしたけれど、徐々になくなり、最後まで任務を全うし修学旅行を 

無事に終えることができました。初めての挑戦はかなりの勇気がいると思いますが、ポジティブな

方を見て、思い切って挑戦してみてください。これから 3 年生は受験勉強で忙しくなると思います

が、その中でも楽しい思い出をたくさん作っていきましょう。 I wish your happiness!!～幸せ

を願ってます～  （修学旅行実行委員長） 

 

 

６月１３日（月）～１５日（水）の２泊３日で、山梨県の富士緑の休暇村に行ってまいりました。

１日目は、郷土料理である「ほうとう」を食べてカヌー体験を行いました。夜は学級委員による学

年レクを行いました。２日目は、午前中ハイキングに出かけました。頂上は、霧がかかっていて富

士山こそみられませんでしたが、自然のエネルギーを感じることができた森林浴となりました。午

後は、雨のため急遽体育館で学年レクを行いました。飯盒炊爨では、野菜を洗って切り、火をおこ

し、飯盒で米を炊いて味しいカレーライスとサラダをつくりました。カツとヨーグルトも加わり、

ボリューミーな夕飯となりました。３日目は、マウンテンバイク、酪農、フィッシング、スケッチ

のコースに分かれての体験学習でした。どのコースも楽しく取り組み、学校に戻ってきました。 

天候が心配されましたが、雨具や着替えで対応し、予定が変更されても、臨機応変に行動するこ

とができました。本当にたくさんの人に支えられて、あおぞら学年は貴重な経験と深い絆の結びつ

きを得ることができたと思います。 

（２学年担当 曽我 周平） 



 当日に近づくにつれ天気予報が雨ばかりになり、「自然体験が中止になってみんなが

楽しめないのではないか」と不安に感じることが多くなっていました。しかし。実際に

行ってみると、雨でも部屋の中で友達と過ごす時間が増えたことや山の頂上から見る

もやのかかった美しい景色、突然の学年レクなど予想外の楽しみがつまった３日間に

なりました。また、スケジュールが変わっても、自分たちで考え臨機応変に行動できた

ことは、私たちにとってとても良い経験になったと思います。この３日間で、私たち２

年生の絆はより深まりました。自然教室で磨いた団結力をこれからの活動に生かして

いきたいです。 

（自然教室実行委員長）   

入学後、学年として初めての校外行事。だから成功させたい！卒業するときに思い出せ

る、３年間思い出に残るような行事にしたい！…そんな思いを込めたスローガンです。午

前はソレイユの丘でポイントラリー、午後からは新江ノ島水族館を見学しました。たくさ

んの笑顔が見られた一日でした。 

                          （学年主任  三枝まゆみ） 

 

校外学習では、いつもは関わっていないメンバーと班を組むことで「３年生になったと

きに全員が仲良くある」という目標に一歩近づくことができました。 

また、班行動を通してそれぞれが「想像する力」「やりとげる力」の２つを意識するこ

とができました。そこからまた、「自分たちは時間の見通しに少し弱い」という課題も見

つかりました。そのようなところは、普段の学校生活から全員で意識して、より良い学年

をつくっていきたいと思います。            （1 年 学級委員生徒） 

                 

 

 

７月２５日（月）～７月２９日（金） 

８月２２日（月）～８月２４日（水） 

時間：１０時～１２時 

入館は、昇降口を利用せず、直接グランド側の図書館入口からしてください。 


